
概　　　　　　　　　　況

１．入荷（と畜）状況

　　　　総入荷数97,114頭で、畜種別では牛3,901頭（子牛4頭含む）（対前年度0.6％減）、豚　

 　   93,213頭（同2.8％増）であり、牛は減少し、豚は増頭した。

  　　 都道府県別では、成牛は三重県1,795頭（46.1％）、愛知県1,008頭（25.9％）、岐阜県 373頭

　　 （9.6％）で3県で81.5％を占め、その他 岩手県、北海道 等から入荷があった。

　　　　豚については、三重県が88,749頭と95.2％を占め、その他 鳥取県、広島県等から入荷

　　　があった。

２．取引状況

 　　　　総取引頭数は93,606頭で、畜種別では牛512頭（対前年度26.5％減）、豚93,094頭

 　　　（同2.7％増）で、牛は減少し、豚は増頭した。

 　　　　総取引重量は7,509,273.6㎏（同3.7％増）で、畜種別では牛244,366.6㎏（同28.5％減）、

　　   豚7,264,907.0㎏（同5.3％増）であった。

　 　　　総取引金額は4,241,756,378円（同1.7％減）で、畜種別では牛495,701,374円（同19.7

   　　％減）、豚3,746,055,004円（同1.4％増）であった。

３．年間市況

　　　 畜種別の平均価格は、牛は2,029円（対前年度222円高）、豚516円（同20円安）であった。

４．部分肉処理

       部分肉処理頭数は、牛は1608.0頭(対前年度9.6％増）、豚22,063.0頭（同5.2％増）であった。




